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教科名 社会 実施学年 ３年 週時間 ４時間 

１． 学習の目標 

学習の目標 

〔歴史的分野］ 
○我が国の歴史の大きな流れや、各時代の特色を理解することができる。 
○その時代を大観して表現する活動や各時代の変革の特色から時代の転換をとらえ、
歴史的事象について考察、判断しその成果を自分の言葉で表現することができる。 

 

[公民的分野］ 
○身近な出来事に着目して、社会の諸問題に対する関心を高める。 
○現代の社会生活について、個人と社会との関わりを中心に考える。 
○様々な資料を活用して、正しい判断力と適切な表現力を養う。 
○民主政治の意義としくみ、国民の生活向上と経済活動、国際的な相互依存関係につ
いて理解する。 

使用教科書 

副教材等 

教科書；東京書籍「新しい社会 歴史」「新しい社会 公民」 

地図帳；帝国書院「中学生社会科地図」 

副教材；ワークブック 明治図書「社会の学習（歴史）」、新学舎「社会の自主学習 公民」 

    資料集「最新 公民資料集」 

２． 学習計画及び評価方法等〈６月１日現在〉 

 月 学習内容 学習のねらい 備考 評価 

１
学
期 

 

６ 

  

 

７ 

 

 

８ 

【歴史分野】 

(6)二度の世界大戦と 

日本 

①第 1次世界大戦 

②世界恐慌と日本の 
  中国侵略 
③第二次世界大戦と 
  日本(7)現代の日本と世
界 
①戦後日本の発展と 
  国際社会 
②新たな時代の日本 
  と世界 

 
・世界恐慌から第二次世界大戦終結
までの経済の混乱と軍国主義、お
よび国民生活の状況について理解
する。 

・第二次世界大戦後、国際社会に復
帰するまでの日本の民主化と再建
の過程や国際社会への参加につい
て理解する。 

 
・現代の日本社会の特色と現状につ
いての理解を深め、現代社会をと
らえる見方や考え方を身につけ
る。 

 ※休校中課題 

プリント点検学

習ノート点検 

ワーク点検 
 
 
 
 
○定期テスト 
ノート点検 

ワーク点検 

２
学
期 

８ 

 

９ 

 

10 

 

11 

 

12 

【公民分野】 
(1)わたしたちの生活 

と現代社会 
(2)人間の尊重と 

日本国憲法 
①人権と日本国憲法 
②人権と共生社会 
③これからの人権保障 

(3)現代の民主政治 
   と社会 
 ①現代の民主政治 
 ②国の政治のしくみ 
 ③地方の政治と自治 
(4)わたしたちのくらしと経
済 
 ①くらしと経済 
 ②生産と労働 
 ③価格の働きと金融 

 ④国民生活と福祉 

・ 基本的人権についての理解深
め、日本国憲法の基本的原則を
具体的な生活との関わりからと
らえるとともに、民主的な生活
のためには、法に基づく政治が
大切であることを理解する。 

・ 日本の民主政治のしくみについ
て、国の政治と地方の政治のそ
れぞれの特徴を理解し、国民の
政治参加の意義について考え
る。 

・経済活動の意義と市場経済の基本
的な考え方、生産や金融の仕組み
を理解し、企業の役割と責任につ
いて考える。 

・国民生活と福祉の向上のために、

国や地方公共団体が果たしている

経済的な役割を考え、国民の納税

の義務について理解する。 

  
 
 
 
 
 
○定期テスト 
ノート点検 
ワーク点検 
 
 
○定期テスト 

【公民】 

ノート点検 

ワーク点検 

学習の指針 (シラバス) 
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３
学
期 

１ 

 

２ 

 

３ 

【公民分野】 
(5)地球社会とわたしたち 
①国際問題と世界平和 

 ②国際問題とわたしたち 
(6)よりよい社会をめざして 

【総合問題】10 時間 

・国際協調の観点から、日本の国際
的な役割について考え、世界平和
を確立するための熱意と協力の態
度を身につける。 

・持続可能な社会を形成するという
観点から、自分の考えをまとめる。 

・歴史や地理も含めて、総合的な問
題を解きながら、基本的な知識・
理解を深める。 

 期末テスト 
総合問題 

ノート点検 

 

３．評価について 

（１）評価の観点及び内容・評価材料 

 評価の観点及び内容 評価材料 

社会事象に

対する関心・

意欲・態度 

A Ｂの基準を超えたもののうち、特に秀でた

内容や態度であるもの。 

B 予め定められた課題が概ね期日に出され、

内容が基準を満たしている。 

☆ 授業中における教師の発問への反応

など、教師による観察 

・ ワークブックの提出状況 

ノートの取り方 

社会事象に

対する思考・

判断・表現 

A 試験において、この観点を問う問題の正解

率が80％以上。 

 レポートなどの評価が概ねＡ 

B 試験において、この観点を問う問題の正解

率が40％以上。レポートなどの評価が概ねＢ 

・ 中間テスト・期末テストの思考・判断を

問う問題の正解率（特に、論述問題の

内容を中心として） 

・ 学習問題に対するまとめの文章やレ

ポート 

資料活用の

能力 

A 試験において、この観点を問う問題の正解

率が80％以上。 

 レポートなどの評価が概ねＡ 

B 試験において、この観点を問う問題の正解

率が40％以上。レポートなどの評価が概ねＢ 

・ 中間テスト・期末テストの資料活用の

能力を問う問題の正解率 

・ 地理および歴史の授業で使用するノー

ト 

・ 調べ学習などを行った場合のレポート

の内容 

社会事象に

対する知識・

理解 

A 試験において、この観点を問う問題の正解

率が80％以上。 

B 試験において、この観点を問う問題の正解

率が 40％以上。 

・ 中間テスト・期末テストの知識を問う問

題の正解率 

☆ 単元テスト・実力テストの正解率 

☆印の項目は、授業を欠席した場合評価に含めることができない場合があります。 

 

（２）観点別評価からの評定の算出の仕方 

 A＝２点 B＝１点 C＝０点として４つの観点別評価を合計し、下記の表に照らして算出します。 

 

 評定 観点別評価の合計 

５ 12 点 

４ 10～11 点 

３ 7～9 点 

２ 5～6 点 

１ 4 点 

 


